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研究成果の概要 

本研究課題では、深部固形がんの非侵襲的治療へのアプローチとして、近赤外光免疫治療法

（NIR-PIT）に着目した光感受性増感部位を有する抗体薬剤の開発を目的としている。特に生体組

織の光透過性を改善することを第一に目指して、これまで利用されてきた NIR-I領域（波長７００-１

０００ nｍ）よりも長波長の波長１０００ nm以上の第二近赤外（NIR-II）光領域で応答・機能する増

感剤を組み込んだモノクローナル抗体複合体の開発を行う。その核となる色素設計戦略として、独

自のπ共役分子設計により、既存のシリコンフタロシアニン色素 IR700に代替される低エネルギー

光照射によるアンケージ反応を実現する色素の開発が必須である。 

計画三年度(2023年)においては、ポルフィリン系色素骨格の破壊を鍵とする非環状テトラピロー

ル系配位子に着目し、様々な金属イオンとの複合化による擬環状ｄ－π共役色素小分子の開発を

行った。得られたＰｄ（II），Ｐｔ（II）錯体化合物は、フタロシアニン分子と同様に比較的小さなπ共役

骨格を有するにも拘わらず、NIR-II領域に吸収帯を有する化合物群であり、高い光熱変換特性を

示すことを見出した。さらにＩｒ(I)，Ｒｈ（I）（シクロオクタジエン）錯体は、環外周部の窒素部位で配位

することで、安定なπラジカロイド開殻化学種を形成することを見出し、さらに低エネルギー光吸収

特性を獲得する。さらに銅(II)塩を作用させると、コロリン誘導体を経由して、C-C結合開裂と C―N

結合形成により奇数員環を含む多環芳香族化合物誘導体を与え、NIR-II光吸収特性を示すこと

を見出した。これら関連の分子群は、NIR-II光応答性増感剤の設計に資する重要な発見であり、

さらにｄ軌道が共役した新たな光機能性治療剤へと応用展開が期待される。 
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